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住みよい・住みたい大和町に

「大きく和するJという主旨のもと、旧4か

村が創芥して F大和J となって今年で55年目

を迎えます。その問、昭和46年の町制施行等

を経て「住みよいまち住みたくなるまちJ

を目標にかかげた町づくりが進められ、住環

境の整備、福祉・教育 ・文化環境の整備、公

共下水道整備、恵まれた自然環境を活かした

観光施設整備、企業立地の推進、経営の効率

化を目指す農業振興等の諸事業が?創建されて

まいりました。

本町出身の初代内閣総理大臣 ・伊藤ー博文公

は、「人は誠実でなければ何事も成就しない。

誠実とは、自分カ機事している仕事に対して

親切なことであるJ と学生たちを前にi錦見さ

れています。現在、高齢化率が20%を超える

が可にとって、この言葉の持つ意味は大変大

きいと考えます。 21'世紀を目前に控え、人に

やさしい、よりよい町づくりを目指し、今後

も第 3次大和町総合計画にある 5本の柱

「夢・ゆとり 明るい未来をひらくまちJf学

ぶよろこび豊かな心をはぐくむまちJf自然

をまもり 住みよい環境をつくるまちJf思い

やり やさしい笑顔にふれるまちJf創意と活

力 活気にあふれるまちJを基本に、諸施策・

諸事業に遁進してゆく所存です。

この11町第喫覧は、本町の歴史や施策の一端

をご紹介するものです。この要覧を皆さんに

ご活用いただき、町政に対する理解を深めて

いただく一助となれば幸甚に存じます。

平成10~3 月

大和町長 熊野 茂公
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SPRING 

謎多き神経石が巡る石城山。

i架閑としたその神の山も、

桜に彩られる季節になると

宴を張る人々の賑やかなざわめきで

にわかに色めきたってゆく。

春はまた、大日山の祭りの季節。

かつては近隣に聞こえたこの古利霊場の

大日市は2月と 4月の28日。

植木市や農機具市、そして露突の駄菓子の

芳しい匂いが風に乗り、

香のかおりとかき混ざって、

郷愁をくすぐっていく。

日盛りの季節には、

夏なお涼しい「夕日の滝Jがいし、

7月の風物詩といえば、

夜空を焦がす勇壮な火祭り「ホ封わがある。

害虫を払い、豊年を祈るこの伝統の祭りは今、

束荷の黒杭で受け継がれている。

子供たちの祭り太鼓を習う音が

しきりに響いてくるころになると、笹丘し。

三輪、 岩田の仮装踊り、
だんごと

束荷、塩田では槍や刀きぱきも鮮やかな「段事」も。

ふるさとを離れて暮らす人々の

懐かしい顔にきっとまた逢えますように・・H ・H ・-。
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黒杭の池て容に生まれた白鳥の雛が

親鳥と見分けがつかぬ程に

大きく育ったころ、

池辺へ至る道すがら、

近隣に住まう人々の手で慈しまれた

たくさんのコスモスたちが

気まぐれな風に乗って遊ぶさまを見ることができる。

伊藤博文公生誕の地に建つ明治生まれの洋館も

紅葉や銀杏の錦繍をまとって

艶やかに仕推直し。

大和に連なる山々も一面の畑も

いつしか秋色にくるまれている。

「ちはやぶる神のいがきに袖かけてJ

太鼓や笛の鳴り物にのせ、

流麗な舞を納める束荷神舞。

太鼓の昔が次第に荒々しさを増すうちに

太鼓打ちが人の姿から

赤鬼たちにとってかわら札る石城太鼓。

豊能の神々への祈りを込めた祭りを競う

「ふるさとまつり」の秋の一目、

自然への畏敬の念が速い時を経て、

今も人々の胸の奥底でうごめき、

何ものかにかきたてられていることに気づかされる。

祭りのざわめきがひけば、

新たな年の訪れがもう間近に迫っている。
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-伊藤公記念館(県指定有形文化財)| ~伊藤博文物語-

辛ペ一

初代総理大臣伊藤博文は大和町の出身。東

荷には彼自身が設計した洋館が建っている。

総理大臣に就任以来、長年政界に君臨した人

物の私邸としては意外に小さいと感じる人も

少なくない。どんな立派な建物も冥土へは持

っていけないからと実用主義だった伊藤公。

親友井上馨は r音容自に在りJと彼の清廉な

人柄を賞した。 69才で銃弾に倒れるまでの劇

的な生涯を、故郷での少年時代を中心に辿っ

てみる。

-伊線公生家

9 

-伊藤公資料館
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-左から伊鰻公、父・十歳、!ij・琴子

-庄屠もあ然。愚鵬盛りの少年時代

「いいもの此つけたぞ IJo !1l.II賊盛りの子

供たちは、今も??も録れをしらない.遊ぼう

と~まった村の鎖'>'J'の苅附符で、 や1'般の床下
にしまってあった祭礼胤の山本を見つける

と、引きずりだして遊ぴ始めたのだー

『こらっ、fnIしよるか!J・たまたま参拘Z

にきた底li_lQ)怒嶋り戸に、みな大慌てて港げ

まどう.均九見れi丈そこにただ一人とどま

った少年カ旬、た。

「止めたけど、だれもきかん怖 じゃから仕

方なしにいっしょに遊んでしもうたり

家に射った庄属l主家人に暗いた。r対 Eな

奴じゃ.よいほうに行けばよいカて感〈すると

%にも4綿こもn場‘らん人IlUになるかもしれんu
少年の44'草、事情fJJ功。のちに日本初の総理

大陸になる伊総得3どである.

-貧しい属意の一人息子に生まれて

天保12_if;(184.1)9 ff 2円、利助i本拠伝の

大和明捕に怜|灘と手チの一人忠オとし

て生まれた.林家の本家は住腐の察批その

分家である父砂 ト必1;11J憾の下役、時踊を務

めてはいたが、貧しもvJイ乍Aにすグず、学子
の内戦カ惜しい家計を文えていた.

そんな暮らしにも利助6才の11，'f，終止符がすT
たれた.父一人萩吋徒立っていったのだ。生

協咽鰐を敏治、 P1起を間つての~噺だった.

母の皐である如何秩山家へ利助l締と

共に預けられた.一家離散の誕き同に遜いな

がらも、利助はJ1.けず嫌い.戦逃びでも本気

になって策を繰り.敵方の子に火fJSをJ1わせ

てしまって、その殺カ歌山家へ怒的り込んで

きたこともあったという.

またこんな泡絡も彼っている.間の口lこ仲

間たちと水繍まりの挺防を策きあったところ、

利助のだけが紛れなかったという0*燃が地
せlま泌防に小穴を聞け、水治可樹工ぱ土を盛る。

そこに幼時から知思'X.だった様子が見える。

やがて 9 ~ドになった手fJJl)Jは時と萩へ行くこ

とになる.一家共に暮らせるようになったの

だ。秋山家の下郷のnに孤られながら、利助
の姿はだんだんと故郷から速さ.かっていった.
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.萩へ移住。饗子縁組で伊藤姓に。

一家揃つての萩での暮らしが始まった。そ

して、父が奉公先である足騒の伊幾武舟詠乃養

子に入札承服Jも下級食士の伊穣家の子となる.

上絞め家に傘公にt結た利助比その勤勉ぷ
りが坪伊jだったという。あたかも時代は操船

の浦賀米航て税・ただし〈なり始めていた。

やがて決定的な出会いが訪れる.米原良臓

のむ儲・となったあと見込まれて苦悶松除の

絵下キf事会を紹介されるのである。その時I叫r.
折しも安政の対勧幌、まり、半年にも満たぬ

l"n:{院副占であったが、ここで彼はお杉晋作

や封~t慌の友となる井上聞多(馨)といったt!fi漸
の芯土らと述命の尚会いを果たしたのである。

以後、幕末の激到測をま韮て、近イー噂!家の磁

を策きるげるになくてはならない国際的な視

野を持った大人物に成長。明治181:手に日本初

旬総理大臣に京必壬以来計4回その職を務め、

政治家としてのTfi.oaへと昇りつめていく。

.t毎子夫人(左)と伊綴公

-見ることのかなわなかった「記念館」

日制主流れて今、私たちは伊藤博文生誕の地

に建つ2際陸ての洋館で、かの大政治家の暮

らしの品々に接することカ子できる。初Lや勝子、

思いがけず小さな寝台・H ・"0

この洋館は先祖の記長要を行うために公自ら

がつレネッサンス風"に設計したもので、消

Dlと手与された人柄を反IIJたして、華美さはない

が、こじんまりとして愛らしい。

しかし、この温効が完成する前年の明治42

JflO月26B、公は初代締回統監として視鍛に

赴いていた当時の満州ハ1レピン(宮島夜の中開

制凶区)以て韓国人宵年の銃継を受け、婦

らぬ人となっていた。.享年69才。 9才て合矧事

をあとにし、以後25才の時の帰郷を最後に、

再びこの大和の地を跨むことはなかった。

i肱必Jの11粁tをJii越した眼差しで見切り、来

り越えていったそのたくましい生き方の原点.

札逆境にも負けなかった、大和て句少年時

代にあるのかもしれない.



歴史と文化財

古代の謎を秘めた遺跡や由緒ある古社、そして維新の志士らの足跡…・・。

わが町大和町の歴史ロマンを物語る数々の史跡や文化財を訪ねてみよう。

流浪の果てに帰郷した仏さま
・木造seJ51Jis蜘来坐像(尉龍有形刻闘)
七重蓮華座に座られたこの如来坐像は、不思

議な巡りあわせで、今、伊藤公記念暗に収蔵

されている。その昔、この仏像は束荷にあっ

た林照寺という寺の本尊だったという。とこ

ろが明治に入って林照寺は廃寺となり、本尊

は行方知れずに。そして明治24年、徳山の古

物商の底頭で偶然発見さ札大正7年、やっ

と束荷に戻ってこられたというわけである。

特に注目されるのは七重蓮華座。藤原時代の

作風がよく表された仏像一具か完全に近い形

で伝存する例として、県内でも貴重なもので

ある。

YAMATOTIC YAMATO 

ロマンを秘めた

古代遺跡
-石城山神龍石 (国指定史跡)

だれがいつ、何のために作ったのか一一九 25

33メートルにもわたる長大な列石の古代遺跡

が、大和町と田布施町にまたがる石城山の8

合目付近を巡っている。この「神龍石」と呼

ばれる大iJ椴遺跡、は、北部制Hから瀬戸内海

に分布しているが、文献に記録がないため謎

を呼ぴ、明治時代から考古学者の聞で材峨説

と山城説とで論争されてきた。昭和30年代の

発掘調査により朝鮮式山城(や!髄石式山城)

であることが明らかになったものの、今なお

謎は多い。そのひとつが築城のH耕民これに

は6世紀末から7断 、己頃とする誌平安時代

の説などがある。朝鮮式山城を築城した目的

については、大和朝廷が新羅などのタ楠士侵入

に備えて築かせたとする説が有力。石滅山で

は、東西南北4つの谷に高い石垣壁が築かi'L.

下部に人がやっと潜れるくらいの水門が世け

られているが、この水門を昔の人々は 「山姥

の穴」と呼んで・伝説を語り継いで、きた。
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維新の志士が
夢を鍛えた石城山

・石械山県立自然公園

・第二奇兵隊本陣跡

県立自然公園に指定されている石城山は、標

高359.7メートル。 山頂の燦望おから広がる

似閣はすばらしく、なだらかな綜の丘陵の向

こう、島々が}平かv~.:j慈i戸内海まで聞けている。

山頂には駐車場と隣り合ってキャンプ場もあ

り、ハイキングやオリエンテーリングには絶

好の山。普段は静かなこの山も、特に桜や紅

葉の李節には賑やかになる。

石j成11Jは幕末の歴史にも関わりがある。慶応、

元年(1865)、石城山近くにあった判官鐙寺に、

r第二奇兵隊」の本陣が置かれたのである。

翌年に務序在した四境減争の大島口の戦いには

ここから出陣、おおいに活腕した。石城や悦t

前には元内閣総連大臣岸信介氏作詩の r第二

奇兵掠オご碑」が建立されている。

..原神社
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ひっそりとイ宇む
由緒ある神社
・石械神社 (国指定重要文化財)

・石械神社山門

石城山キャンプ坊のすぐ闘に、茅:1.1'きの古色

蒼然とした山門がある。今{ま2卒中の臨身{象が

門を守っているカえその普は石城山にあった

やl'趨寺の仁王門であった。安政4年(1857)毛

手IJ~腕見によ って再建されたものといわれてい

る。さらに山門からの参道を商に進むと、懲

ヨまとした杉オC立のなカ誌に石船怖が件んでい

る。本殿はこけら湾きの春日進1)。匂欄の反

り方や善悪股などに室町時代の建築様式の特色

がよく残されている。文明元年(1469)大内政

弘の再建したもので、重要文化財にf旨定され

ている。判E祉の怠1]即刻l月は明らかでわゆえ

社{云によれば敏達天皇3年(574)とさ九天

皇の中耕1]と伝えられる「石城宮」も保存され

ている。
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歩み・明治・大正・昭和

. f話m村役織を安栄に新築
・1孟聞出身カ土問S曲賞ー(汐:貧)の碍をi垣間村i綴織に建立
.告悶小宣言鋭校舎が総岡村岡原に移築さt1.る

- 熊毛宮ll~t告il:i型合物盗品符合を三給村で11111臨

.来事伊村1M.魂E車除幕式
・ 三.~'J、ザ.が動労幽を自IJ1主

.公級三給消防自iを設m
・三俗小学校に校庭を段目立
- 三鈴村本線P~386戸、現住戸数316戸
人口1.773人

12 

大正 2 12 

兵正33 430 

大正 4 3. e 

大正元
(1912) 

-戸数、入口
綾田村".2901" 1.451入
来荷村・・310戸 1.462人
i革関村・415戸 2.284人
三鈴村…313戸 1.765入

. 岩田~雪!tl巨人員26.020
降旗人民23.172

・ 営問村jJ:~失業補官学校を開校
-来荷 "1'，若年会を来務村青年開と改称
・海外移住出総省岩間村一・119入 Jt[.j術村…93入

滋悶H"'2'15人 三給1・・83人
白紙Jltの台数 岩田 f…29台 来荷村 ・'47台

4昼間村・，，81台 三給村・・43台
初鳥取の台数 岩閉村…8台 東荷村…11台

溢悶村…14台 三鈴村 ・・8台

.三絵図主書館設立fg可

・高官1問問勢絢重量
省関村・.288戸 1.305人
*荷村…308戸 1.333人
以閉村・・417戸 1.909人
三鈴村・.320戸 1.449人

- 三給地域に送lItさ~t.fIUTがつく

. !草創脅年図紋1!.

-私立l孟悶西部消防車且を役立

.*術郵便局が設低きl1.る
・1品関村展集合廊をi主鋼、 i域城に建:t

.初めて三伶にラジオが入る
-三給小学1~にラジオを綾霞

.三給村少年団役立
・合資会社朝日製糸所を三紛村平悶に縫設

.山防本線悶布S量一公IDIIIB誕線開通

・三給村主婦会股立

. ~昼間郵便局役援

・三給村が紫煙車完成試作地となる

. 省関I:Jに公然電話と羽~~i昌也話・附i曲
・合資金投朝日Il糸所、糸価下TBのためE匹祭休止

. 三姶小学校校鐙でこ・.:!!;金次郎!~除幕式
-石城山神喜1'1ヨ史跡指定
.*仰すSr.青年学校を開校する
.1成F師、出郎、 三絵、治闘の各村共同の学校組合がxlt立
さJ'l、 8.000間の予算で毎回村{現大和中学校}への
篠訟が決定
-垣間小学校総縫教室改築

-市町村I!ltJ$在行により、岩問、三俗、 1昼間、束手青の4晶、
村にそれぞれ村役場を遺〈
.ilmH1Ii11実絡によって市町村長の公選が11われる
・市町村和l策絡によって給問小学校を改称し、大級の分
教場を校舎とし、 三鈴尋常小学校とする
. ~毎回村に重E絞警察署I孟悶巡進駐在所を新t!t
.第 lfi!l村会議員.挙が各村で行われる
• t.iiBl村f宣場jI!.llf総額
村長8問、助役5肉.収入役4問、書記3肉50銭-
2内50銭、餓f了1問50銭、臨時漉2内40銭

・8五回村区長放援1，11.則、村医規JlIJを制定
. }夜荷村総長(区長)設置岩見制を事IjlE
. ~孟岡村戸数415戸
・ 三輪村本籍戸数346戸、 ~1主戸数393戸
人ロ1.576人

評議?

新しい時代への軌跡
大正 512 
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-合資会社朝日製糸所解散
• 4 か t~:f~.組合五tí't年学校を騒五回村問地に主主放し、石
』成管年学校と窓勃:

・ 岩IÐ~老朽化のため改築
.息回製糸工場戚北館閉鎖

・ ~Jt!!区で紡~i貧留が行われる
.学校にも防gl!f:事を祭滋

• 4か村学校正fl会主石域管年学校に来初村加入し、 5か
村学校組合立となる
・三給付赤迫m960按i也に時綴サイレンを設{鷲
.三給消防組を三給答防団と改称、

石l』立総島戸、向剛子女抽似
る
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留民学校令が公布され、器開国民学校、.三給闘民学校、
1孟即@民学校、来街W~学校と改称
間氏勤労線図令施行、学hH米僻u出のl問;問、出従軍人
家縫の袋司阿イ云い‘学校選重jlJ!}で甘録、ifilAを殺t告

-三給村・長松岡:制下が縫iliした合併に関する覚書につい
て、<1か村合併推進会委員長閑裕文助が承m
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育長i?
容認7?
容認er
昭和 4
(19鈎}

持活1?
開3~
鵠!?

飽和I1
(936) 

.*荷村役場及び約会場新築に260内をあてることを村
会で決絞 . 
・東干・7村戸総332戸.λロ1.626

・本lHfi極関村歳入968問66銭9Jj量、議日¥822肉80銭

・ *荷村役場庁舎新築{総級事~822円80m

. t孟閉村立i斉業者事館小学校i二、修幾年限 3J手の者n沼科殺
:i:、小行首l、来初方潟より泌学
・3巨務小学校新校舎の律援始まる

・来有小学校‘新築校舎の務成主tを雪量lI'
(建築段総書7il.516問RIJHl重}

・米荷村新市に駐夜i訴を新築

・三給村本籍戸数360戸、現住戸紋281戸
人口1.532人・

・世路村大I草に3主椴務者;(18償問巡3ま駐:tEii正を斬殺

.山陽欽滋:iJ.野トンネル工事竣工
・山陽鉄iltの広t'r 1Zw関側li晶
・経羽村火線に岩間釈を設iK
・ 伊藤際文、熊毛仰をi並i晶につき‘教晴雄J1は~j置をヲ I ~札
紛関駅で歓迎γする
・校関駅営然倒始
・東干占宇わf本啓次郎、軍基糸並びに祭緩製造J持を邸内にIHJl貴
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明治24
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評議~?

評議智
明治30
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評論?

容認ty'3.31 
許認gg m 
昭和14.4. 1 
(939) 

ft~~ô~' 1.ぉ

有利l~' 3. 1 

昭和17.9.18 
(1942) 
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- 紙北館~糸jけを槌創村俊闘に1曽築拡張、機工約 5 01'，. 
" .!/.lカの原動j織を{結え付ける
・三紛小学校新策孫mt及び開校式が行bれる
.三給村役織を"1l1Eに建築

-告白村大1認に郵便受取F庁を絞滋
・活問村の中道成之進、初めて白紙患に衆る

.三給付;s-tm組合役立
-三fa.ttC堅金n-:i!.
・1革協小学校事rr築校舎へ移転
.J成I布、 三給.岩田、複mの各村が衛生組合を設け、 三
鈴村に陥維持有機を建築
-この年から、各村内で自転車の使用が始まる

. >i!f費警察署~liilil巡査駐在所が、平~õ答1，{轡1極関駐在所
となる
・公関村愛護総会役立

-三倫小学校校舎t曽祭工事竣工
(処築費総書1i2.801 f1J I9S~9 JiiO 
.三給小牧校第2後合主主2主

-無飢.i'U壬東干-'1信用組合主主立
.三事島村管年金設立

-梅田村納税組合役立
・4二の地方t二、活動写巣や司書管織の巡業が米る

. J草不眠員提f南¥¥'1ぬf吏をE立認、 41年7fl 1日佼1酬l始

. 石域神祉本訴まH寺gll(呆tI雄~物に指定
・三給産業組合絵立
. ~m村役場新築
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評議~y

穂留

機~~

' ~1I 1材、 三給付合併し給制村となり、役場を三給付 1'，
~1 ~主に主主祭
.J孟fII村!5:6m年会創立
・1雌創tt'j、trの光!限!;￥に初めて砂，.(r:i時を設i1l
. fl存ご院小学校!ki'.Y分般を閉鎖する

. fjfj事i事文、初代l勾I詰l総理大箆兼宮内大程、外務大臣と
なる

• b高袋小学校JI'l?A

-東7Ji村右僚で、 一ノ細井手室経書手水'i&にi総じて添市畿
をf事る

・本年度末務付の歳入歳出総綴573円36銭2J夏

-石主主IUへ第二奇兵隊が駐，tr;するにi務L.隙五量処殺のた
め杉77本、絞1.455*.総木300本、 4主3本、竹1.985
本、イ、竹2J.te半ふ石~IU境内山にて llèl:l<を静可される
第二奇兵隊、大&UIで鹿狩

• J峰関村i底辺l草本、引i也に京電幸子・kH-開設
・ 8量閉村海111点徴、 w住院に告がF謹差問l~
• J畑村金山量産本、 i酬に寺子尽を1例絞

• J孟問村矢印重量t争. f!e聞に竜寺子鐙をl刺殺

・養護法伝笥のため、来事奇村林九J!II左持lil"lを(l!.!時間へ派
遣

・ 器開村で~くの袋氏が縁起し.1Tt官などを持ち、 iI大
鍛を:ffち D.~ らして暴動する

-教酋寺に主主!Aをi削除

.!猛聞村の失ぬ然が犠III小学校として与を足

. )I{1'.'i村内の 3 殺を統合. 来的.小学校として発足。 f空~
を貿~6 大区)lH年小学校と称する

. J孟倒村の布;~y/!;/)I.flìì~小学校として発足

.1話回もの位制緩が佐悶小学校として発足

.治則村の家換が治国小学校として発足
(生徒数 ~25名女9~)

. !瓦悶小学校校舎新策
・ 1昼間村.fiû~i1>*;'fにあった稲楽小学校が、災害Eの将校
舎へ移転

・ 告関小学校が始めて生徒の~IL、待子を備える

・庖閉村とJIt"{o'i村が合併し、役ゆを村境のt判決寺におく

・1猛閥、佐HI.稲1!1!.の3小学校を合併し.滋閉村入野に
I育英小山・授を新築

- 三t~村 1に三輪郵使1的民所をおく

・ 岩間小~~まと火線小学校を合併し、治rn争t1ì太夫に校
舎を新築
・樹i区;町村繕f直によ ')、三車品、公聞の河村が迎合する

.来初小学校新築液成

.*干町小a羊校校舎噌築

.Ij{閉村、m術村の迎合を解〈
• J孟閉村矢印f台{乍.10j査のむ被足泌E量級製糸を制lc{，

・浴焚小学校{品、')j((佐即)とi!S(稲議)に分1交を俊〈

容信号 5.15 

8.a 

2.27 
5.10 

8 

12.13 

1.13 

10 

Rgd 
甘露首

評議3?
容器4?

.1話閉村w<I'区のうち.1日原級はおt1}規約をI加入組内
の協力車見訟をはかる
・抑制れま拘j~Etll例R総を I~I)，各区に組合長 1 名.幹
部事1名、伍*数名を置1<
・三給村勝間!の三給分校を111.止し、法IJI村大I車の民2誌を
借りて、給fI1小学校分教場とする
{生徒主主 労必~ 女27~)

1. 5 
春

評論311 EB 

2. 5 
6.18 

3 

明治18 12.22 

明治19
(1886) 

明治20
(1867) 

鴻ij

明器s?
明治1j
TB57 

明治15 12 
(lBB2) 
明治16
(1003) 

明治17
れ邸4)

明治?

評議!?
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おもなできごと

Iti戸遺跡ド活関駅南西約lkm、活戸八総書5境内。?r.事匹、
衡の破片山二tl

・ 滋宝遺跡(事紛字製紙.石1f.、土f.f盟主片~~出土)
・ 字立遺跡{ニ給~::j':.:îJ.神IJJW才初川、丘上 IIJf揃. 土怨
散布J也と包合M発見。~穴式住凋跡と鍛~)
・1長玄寺{祇間際}選勝{弥生武士宮告の広範な飲布j也と
包合H号、土器、 ~Ul<~品目度片多量主出土}

・ 潟1繊遺跡。lAiíB*i~織の水関下.絞物貯語長ffll高出土)

・ お~山神経沼{石城山 81争目付近)
・ 4苦戸;a~ (土阿賀土誌が$数出土.百五台fす杯 ・4、且D.f宛
の 3~重ですべて1荘重E土~~. 中国製被告書 3 片、そのうち
1片(!W般入砥石11四)
{j峨 1 11途初;(~j ll ヶIÎiIIJTf!五十儀11~;社・物告ßI巾 ・ f，'・
~~，社・ {jb{(t'I'主HtJ!l.k布附中長tJllrJ;j J，Æぴ付近、 iliJj(I"I!\t
j!Iより土附品、m思iiの紋J'i・多数日1上、すべて 記:ι
術開J(.，1，・銭がoM'3奇跡からHti:l
. ~:蒋gヲ十i重勝{是~Il '駅前，~1.2畑‘岩戸j量抑のお下. 土
紛i?器‘須忠告器.盟結の口緑樹;、背E盤、石小JJ、特に~!i
!ぷ俸の腕章まに名前Iiのleされたもの出土)
'1採遺跡(!孟111宇'i際線.獲がili土)

・石雄神社自Ilift

・4孟凶村専修院の業師初来{fI!(弘法大師製作J

.話W，lt;A申f缶式に;{j.秘神社が収められる

・告戸八紛富E見誕地に移る

大'+11開法除寺住僧怒治拡f箱、仏舎剥を軍事持し来初村に
法倹寺を主主主し、 48坊をi治Jf.

. .tR~栄、岩国村に邦光山教~寺を主主力:

・大内政弘、石械神社本般を:fTH:.I!
-大内祭典、お線神社を再興

.!孟関村正自隆司字予ti量鈴遣さ札る

.J昼間村字小ftlζ;fi1I1Jf社縫.:iJ.

・1ぷ悶村字伊貨に会見総社総.:iJ.

・1猛岡村地下蔵官PIIl医として.石i主玄ニを聴い入札る

.復関村字J延ヶ泡にn者設住立
・ 岩間村森山七兵衛.雨~に寺子E量をIIII~
t生徒紋別18名女9~当}

・岩間キt磁念寺J;'{tsH、八灰田に寺子患を抑If.生
{生徒数lJj30~ ~女20~}
・岩岡村教E草寺住総関先厳1争、問jilfに寺子屈を附紋
{生徒数 JlHO't 女10<<)

・ 伊藤博文‘*荷村畔邸林十露草刈長!)}として~まれる

・各村入目、戸数
治闘争予・'313戸 1，395人
東符村一313.f' 1.210入
混 1村…414戸 1.717人
三給村…112戸 2.808人

-三給#怖III幾之j盤、 tU正に寺山子l:ilを開設

.部中大関与を伐とする
.i5!s村…3061' 1 .339入
来干す…294'" 1.163入
J.a1D村…422戸 1.700人
三鈴村…お4戸 1.058入

• JI!荷村林竹=!lfi.寺子ffiを開1宜

- 三給付}þl~民凶件、1!li;lに書草学紛1往合を側Itt

・4革問村石総文E書、lIiI地に寺子E置を|刑絞

.*荷村稲八千;(;'"門、話量1Ilil1>.!号、寺子尽をI別段
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m5図村民体育大会{昭和43~)

第二奇兵隊石覇軍除幕式

合併20周年記念式典

大和病院(昭和43~手)

-保健4志社!こ関する金村アンケート実施
・大和村有線紋送信話農業協同組合連合会設立
-伊藤隠文公銅像除草書式を、伊藤神社干ttJljUdJiで学行
.大和農業協同組合新築移転
-大和村新生llIi動計画、大和i也威農山漁村振興実施計画策
定

-石城山山上に 「第E童話兵隊を緩うCJ (岸信介作詩)の石

・千四 世山11.:1::.1"'-町-'<l:l1Sltl.J、ス利=禁芭庇仕PlTを設置
に日唱するアンケート実筋
74%、否とするもの5%

発綴調査
を大和中学校で開催
科学震で研究物特選となる
ツジ制定

.，-".....，#--一一に関する総会を石
練所で開催レ、合併促進協議会を結成

-広域行政特別委員会を設11、光市との合併について審議
・周衛工祭艶辞書別地l或(徳山市、防府市、下松市、光市、
荷揚町)に、柳井市、大和村、田布施町、平生町、熊毛
町、都濃町が追加j笥定される
・大和村役場新庁舎建設
・自署北消防連絡協議会(光市、熊毛町、国布路町、大和村}
結成

-岩田小学絞庭内体育館完成
.石城山登山道完成
・光市長と光市議会議長に、大和村と光市の早急合併を申
し入れる
・大和中学校ブール完成

-大和村重量決定
・大和国保病院を大和病院と改称し、鉄筋3階建、病床150
床が完成
・連合湾年団、大和中学校で文化祭を鎚縫
・大和救護聞をj鑓田に移転、政策
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-山陽線の簡じに伴い、対家トンネルの改修始まる
.大和中学校給食重量完成
-有線放送開局
・近政公営住宅20戸完成
-三輪小学校環境緑化コンクール第3位入策

縫閥で物中和大を議会民
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回
小

田
和
l
B

岩
大
祭
岩

-石減山が娘立自然公園に指定される
.石城山神鑓石緊急発鋸調査実施
-大和中学校新校舎完成
・大和村立大和{采湾頭を岩田小池に建設
.大和ヨヨ定通安全対策協議会設立

-大和村納税貯醤組合設置
-県立石減山青少年宿泊訓練所開設
.大和、生活合理化運動協議会設立

1.20 
2. 2 
5.28 
10. 1 

11. 3 
8 

3.22 
6.15 
9.30 

10.31 
11. 3 
15 
23 

Riig j:!? 
6.22 
7.14 

3.25 
28 
9. 2 

13 

2 
8. 4 
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昭和445.26 
(1969) 7.28 

昭和43 1. 9 
(1968) 2.11 

25 
4. 1 

12. 7 

4. 1 
5. 1 
8.30 

昭和353. 1 
(1960) 8.26 
10.26 
12.25 

3 
4 
7. 1 
12.27 

昭和373. 1 
(1962) 

9. 1 

問!?

明jii!

許認!?

昭和36
(1961 ) 

惚ij

-岩田、 三事昔、塩田、現在荷の4か村が向日に村会を騎さ、
4か村合併を決議
-合併の呉Ef3奮を山口県知事に提出
. 4カ、村合併の{牛について、岩田村役湯で俵終打合せを行
つ
. 4か村が合併して大和村(名は一般公募により決定)
となり、 開庁記念式を三警告国民学校で欄催
・大和村発足巴ょn岩田 ・三総の両国民学校は、名目統
合して大和国民学桧となる 内

:事併後初の村会議興需
図、三輪、塩田、東の各村農業餐員会解敵

.山陽;;ji::線主諸国一光路復線開通

-大和村耕地蘭積調査実施
.石城青年学校廃止
・砂糖と米との3'1:1会実施(米E斗につき砂箱10斤)
・大和中学校校舎を新築(2111li}主10教室)
-村内各地区ごとに、農業協同組合を設立

・大和診療所新築、村営移管として開設

・さつを短歌会が、森山右一、谷口腎宛らを中心に誕生
-大和診療所を大和国保病院と絞称開設、内科、外科、護
婦人利、小児科、歯料
・石総神社主転車空軍委文化財に指定
-三総地区に盆踊り復活 rひたき畜顕』

-大和救援所を岩田小池に設蹟、定員50名
・光市、田布施町、熊毛町とともに、伝染病爾離病舎組合
理E設立

:実常議後敵制定和中学校歌制定

.東荷小学校新校舎完成
・合理10恩年記念式興を開催、各戸に記念昂を配布
.ニ鞠小学校秘校舎完成
-大和村遺族大会を大和中学校で開催

tυ と館民公れら
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-光市立野E里見を大和村に編入
・5健衛小学校矛熊毛幼区健康優良学校として表彰される
.泡回小学校佼験制定
-大和村簡易水道工事稽工

-大和診療所に歯科昔日開設
'18石総青年内絞殺禽を大和中学校校舎とレて開校
教員10名、生徒数295名、 11学級
・岩田小学校PTA設立

枕台風で大きな披露が出る
村主催の復員窓入慰安会唱を石坂E湾年学授で開催
炭不足のため、列E慢の運行が5部削減

・大和診療所開設
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:選手公諜宅伊蹴
回小学絞80周年記念式典、運動会開催

『思

、ー

• j盆図小学綬鱒易水道i曾設工事施工

き

-三総小学校爾校舎、総隻完成

でtJ， 

-三議小学校明星敏制定
.大和中学校務室詮を新築
.大和村連合宵年図結成

もお

-消防
・学校
・農業
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昭和3112.30 
(1956) 
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(958) 10.12 
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昭和343.17 
(1959) 
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昭和27
(1952) 
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まちのあゆみ・昭和

4ヶ村合併を報じる新聞(昭和18年)

昭和初年代の岩回駅前

伊藤公鋳像除幕式

昭和初期の策荷村



まちの歩み・昭和・平成

-大和中学校特別教室様完成
-初の9.0.0.0.人目の町民が登録される
. 1窪田土地改良区設立
・ 大和町都市計画下水道決定(岩田、三輪の一部t72~r.)
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-岩田小学校ブール完成
.後焔不燃物処理場完成
-町民憲章、倒木、町花制定
・国鉄/てス、岩田駅ーう也市戸伸一光駅間運休となる
.町民怒重量石碑除幕式祭付
-合併40.周年記念式典を開催
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やまと大橋渡り初め

-園指定援要文化財石城神社本殿の慶袋吹替工事完成
-町総合運動公悶計蘭を、大和町都市計画審議会でゑ認
.カード式公衆電話カ岩田駅前に初めて設置される

・主総小学綬ブール完成
.提言田小学校総の少年隊
・岩田末で宙1閣寺代後期円i貨発鋸(釆常吉ll!)
-町内の防長炎遇パス3路線が箆止となり、代わりに町営
パス運行開始
・大和町有形文{賞者に慶窪寺11菌1観世音菩薩像、有形民俗
文化財に宗趨寺石風呂が指定される

-太和町観光協会設立
.鍵山住宅完成

:実生笛鰐大和都宮駐在所が岩田駅前に移雲
和町銭光協会が、伊E事公肖像入り旧千円札第1号券の
テレホシカードを発宛

3. 3 
9.20. 
9.28 

6.10. 
6.20 
7. 4 
9.13 
10. 2 

12. 7 

開ijiEO 
昭和623.18 
(1987) 11. 5 

昭和59
(1984) 

昭和60
(1985) 

町民懇望書碑除幕式

-大和町流主主関逮公共下水道i澄水王t
.大和町役場新庁舎完成

昭和634. 5 
(1988) 11. 8 

平成元 9
09凶)

-庖田小学後生徒、石城山に小鳥の袋箱設置
.満呂井公営住宅10.戸完成
-大和町土地開発公社発足
・岩田小池に大和町繍社会館完成
.歩け歩け運動石減山大会開催

・大和町商工会館完Iii
-町民ール完成
・町民ブールで町内水泳大会開催
・合併30周年記念式典夜開催、大和町民歌発表
.大和町同和教育雄進協綴会発足

8.11 

3. 9 
25 
5.23 
6.17 
11.19 

2.26 
4. 7 
4 
6.2日
7. 2 
8 
10. 
26 

3.10 
7.17 
8.26 
11. 3 

昭和47
(972) 

昭和48
(1973) 

界観j?

町制施行記念式典

8.12 
10.20. 

-初代AET(英語指滋助手)へリヤーさん潜任

-町役場のサイレンがミュージックサイレシになる
.出産奨励祝金制度ができる
・大和工業団地に1iオンじ成が進出(第i号)
.伊E華熔文公笠誕150.ま1o!1念式典開催
-台滋19号により大きな被害が出る
.大和田I有線級送が廃止される
-伊藤1尊文公金家を移築、復元

-束事奇に徳幸止作幾jiJiあけ(ifl
.後焔不燃物処E霊場第2M工
.伊緩公記念館が山口県指定

-中岩田住宅完成
・野菜生産チャレンジ農場完成
.猿笛納税推進の町宣言

平成 29 
0990> 12. 3 
2. 6 

4 
7. 3 
9. 2 
9.27 
9.30. 
1.10 

平成 44. 1 
(1992) 10.24 
2.11 

平成 3
(1991) 

-東荷公民館、農協栄荷支所、町役場東荷出張所完成
・大和病院鳩築工事(鉄筋6階、病床260.の総合病続lこ)

・東荷湾年団が、伝統の火の祭典 Ct主松』な復活
・ライスセンターが家荷よ動図に完成
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昭和51
(1976) 

合併3D周年記念式典

-庖回公民館が農繊控室田支所と併設で完成
.三事告滋社会館完成
・東荷小学校ブール完成
-石』神社に自動消火装置を設留

6. 1 
7. 7 
8.15 
12.12 

開!? 大和中学校パソコン導入問段式

伊藤IW文公生誕150年記念式典
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-総合運動公園多目的グランド照明設備供用開始
.伊E事公記念館開館

-大和町住宅マスタ一フラン、大和町陳雲寄宿従プランを

審定
藤公資料館オーブン
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平成 74. 1 
(1995) 4. 1 
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平成 5
(1993) 

平成 E
(1994) 

-烹荷f申書量復活
-周東大規模様道開通
・大和町給食センター完成
.中央児議公園完成
・やまと音頭、織り宅E発表鍛錯
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昭和田
(1978) 

開if

第10図町民体育大会(昭和48~手)

三総得祉会館綬工式



東経 132・0'4"
北緯 33・58'47"
32.09附
東西 7・3km
南北 6'2km

22 

-交流・

夢ゆとり
明るい未来を
ひらくまち

， 

よ
り
よ
い
町
に
す
る
た
め
に

η町民とつくる調和のとれた町』を目標に、

町では多様化、復刻Mヒする住民のニーズに応

えるため、基本合i爾などに基づく長期的、計

画的な町放の推進と行政機能の強化を進めて

います。また、財政商でも健全財放を維持し

ながら各種事業を行い、あすの大和を担う子

イ財こちに r住みよいまち ・住みたくなるまち』

を手渡せるよう努めています。

1D1官発会は、選挙によって選ばれた16名の識

員で構成討し町民に代わって粂例の詰1J定、

予算などを審議し、町政運営の方針を決定す

る最高槻糊刻です。議会には3・6・9・

ロ月に開俄される副知尉姶と、必要に応じて

附fl~さ札る臨時議会があり、専門的な部設機

関として常任委員会、議会運営委員会および

特別委員会が各組審議を行っています。また

r前姶だより」を発行して、議会のi制蹴況

を町内の全世帯にお知らせしています。

左から上図書童英教育祭山被秀男収入役熊野茂公町長 国光仙二助役
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笑顔で作る
Good 

Communication 

・交流・

ROB 

.AETエソオットヲE隼.r事j際交硫
JIIrでは、閣際化時代に対応できる人材を育
成するため、平成元年から、町単独で・大和中

空f枚にAETθ匂爵旨導助手)を泣き、外国

語教TJの充実を図っています。また、 j沼市地
区中学生毒事海タ村成遣事業にも参加し、 f併存、

小学生を夏休みに海タl4.lホームステイ先吋取

逃しています。さらに、 伊藤際文公と関係の

i来いロンドン大学などを通じ、海外との炎淡

に努めています。

Z4 

..-

UMMI 
4砂まはろはサミット

現代の「まはろばJ (すばらしいと ζろと

いう意味。大和にかかる枇詞)の創造という

銭高な綴念のもとに、キ[庇の理解をi*め、お
互いの自撚、歴史ゐ文化を拶tm:し、それぞれ

の発展に協力しあう ・・・・。そんな目的て七池1]1
された rまはろば連邦』に加盟する会凶12の

大和(やまと ・だいわ ・たいわ)という名前

を待つ市町村が一同に集まり、お互いの抱え

る諸問題を話し合うと共に、結諸説!日!の交械を

涼める目(1杭咋に1回開催されて可います.平

成5年I止本開問|き受けで開{寵されました。

-平成8年度カナダへ留学した大和中生徒

-石段苑フ工スティパル -石械綿子舞

.~荷神舞

-石m厳
4・まつり

伝統ある冠念寺の大口市や各神

社の夏掠り、秩桜りなど、年間を

通じてさまざまな終りヵ1f:It1仰され

ていますが、町民みんなが参加で

きる絞りをということで、昭和55

iFに、商工まつりとして始まった

“大和ふるさとまつり..はじ心を

あわせてよいまちにJをメインテ

ーマに、毎年1L 月上旬に行わ~'L.

各砲物産展やステーヲ、総踊りや

仮袋行列などで服わいます。また

平成5年度からは"まほろばフェ

為.J'1 N Y AMA TQ"として、
より犬縦棋になっています.

ョ・



可
能
性

す
く
す
く

学ぶよろこび
豊かな心を
はぐくむまち

-人づくり ・

元・大和中学絞吹奏楽部顧問

伊場恭子さん

チC~日中ブラスパンド昔日{立、平成 5年の県吹奏楽コンクー

ルで念願の特別'J，'t(:最優秀)をいただきました。昭和56年に

創部、その年から毎年入賞していますカ大特別賞は初めて

で、いっしょに政張ってきた生徒ともどもたいへんうれし

く怒っています。吹奏さ艇は、どのパートもみんな犬切、 一

人一人が自分の音に資任を待たなければなりません。そし

て一本の樹i榊に集中して、あわせる事ぴ。コンクールや

秋の定期演奏会で演奏しおわったときの充実感、感激。生

従の顔{ま本当に“背泰の都き"に1澗ちています。却場演奏会

も11聞を数えますが、クラシックあり、ポッフ。スあり、ヒ

ットソングありで、:I~~の方々にも楽しんでいただければ

と思っています.このたひ噺しい立派な体育館ができ、さ

っそくステージで演奏させていただきましたカ大これから

は大人も子制ゐ楽しめる、いい芸術に核することができる

ような場、機会をどんどん設けてほしいですね。

み
ん
な
で
楽
し
め
る
音
楽
を

27 

町内には中学校1枝、イ込や佼4枝があり、どの学校も子供たちの

個性をのばし、人間性豊かな教育を進めています。また、田Jも各学

校に樹オとしてパソコンを導入するなど、学関包設や学習教材など

の充実を図っており、 学校と家庭、そしてjl!!)~の 3 者が一体となっ

て 「たくましい大和っ子」の育成に努めています。

人として生まれたときから、人は一生学ひ?脱けてゆくものです。

町では生i医学溜を進めるため、同和問題、教脊問組、搬入問題など

に関するさまざまな鵠~.や税演会を開催しています。また、 1明酎北

会館をはじめとする各施設は、サークル活動やレクリエーション活

動を中心に活用されて必り、社会教育活動の拠点となっています。

26 
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暮
ら
し
の
基
本

自然をまもり
住みよい環境を

つくるまち

-環境・

縫
う
る
わ
レ
き
い
と
レ
の
わ
が
町

-下水道工事

-出初め武

近年、水質問鈴やこ'み問題など環境問題に対す

る関心がおまっていますが、町では、住みよい環

境プくりのため、上下水道の後備や道路聖長崎、町

営住宅の建設、町民の惣いの;場、スポーツ活'動の

場としての総会迎動公閣の建設など、都市基然の

盤備を言t1図的に進めており、平成5年3月末現在、
簡易水道の普及率は56.8%、下水道の普及率は29

.4%。部品の舗装柄拘Z成5年4月1日現在、県

道が100%、開T道カ198.印%となっています.

また、 B~・封舌からぬされるごみについては、

可燃ごみは周街地区術生施蹴旦合、不燃ごみは周

街来書腕療施耐且合に加入して処裂を行っていま

す。万が一の火災に備えては、光地区消防総合に

加入する一方、町内各地区に消防団の分団 (5分

間)を世いています。

-大和町スポーツセンター

き
れ
い
だ
と
気
持
ち
い
い

.;m路クリーンセンター (可燃ごみ)

-町営住宅

28 量圃眠EW雌'....~_._. ームゐ込 29 

木村松市さん

制iJl散歩のついでにさを缶をJ合います。 3年くらい前から

始めました。雨の臼以外は毎日歩きます。町内で6つ程コ

ースを決めておって、順番に歩くようにしております。コ

ースにもよりますカえだいたい1時間半から2時間くらい

かかりますかね。拾うた空缶を入れるのにいつら袋を提げ

ていきますが、多いと持ちきれませんので、途中にドラム

伝を置いてもろうております。落ちておるのは人気のない

ような、民家のないようなところです。時にはいくつもま

とめて袋に入れて捨てておるのもありますねえ。この散歩

と、あと、大豆を鮮に漬けたのと、にんにくを毎日食べる

のが元気に暮らす心がけです。よく「たいへんですねJい

うていわれますが、散歩するついでじゃし、歩くのは健康

にええですから沓にはなりません。ひとつでもふたつでも

空缶が減れば、気持ちええですからね。



思いやり
やさしい笑顔に
ふれるまち

- いきカ~~~. 

他

人を

bu℃a 2 、h
や
ゐ
tヒ2

優
レ、h
ふる -やまと宛入浴サービス

る
さ
と

健燥な出首はみんなの願いです。町立大相両院

や保健センターでは、健康診査や能成相談を行い.

町民の皆さんの健康の維部哲進iこ努めて』、ます.

本JIITでち人口の高命令化カぢ隼んでいます.町では、

レクリニEーションや社会奉仕1吉ilJJを行う老入クラ

ブへの援助を始め、高齢者学級などを附llliして、

百五働者のr生きがいJ対策を行っています。また、

復宅で寝たきりの方や一人事らしの方には‘*ー

ムヘルパーの訪問、総止電話の設置、入i谷サービ

ス、給食サービスなどを実施。さらに、在宅てす「識

を必犠とされる方には、特別獲護老人ホーム「や

まと苑Jや併設されているデイサービスセンタ一、

大和病院に併設されているデイケアセンターなど

の純殺を活用しての各都:サービスを実施しており、

だれもが迎える・老後"を明るく逃ごすことがで

きる町づ〈りを、町民と行政が一体となって進め

ています.

。司，

-石城苑

30 

また、心身に障番のある方たちの編祉施訟とし

て、救護施設r石城苑Jや心身障害者板祉作業所

「あけぼの国Jがあ1)、自立を目指す方々のお手

伝いをしています。

出生E容の低下に伴い、本町でも児童数y〆年々 減

少しています。この傾向に少しでも歯止めをかけ

ようと、町では出産奨初見兄金需1肢を設ける一方、

手凶l児殺診や字i劫L間関炎を実絡し、お子さんの飽
やかな成長を支援しています。また、女性の祈念

参加が同党ましい今日、町立の保育闘を依き、お

母さん方が安心して働ける環境づくりに努めてい

ます。

健
康

い
き
が
い

人
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
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n 
.~老会

寺田 元蔵さん

笠主f

管、県の職業WI隅新て哨細工を曾っておったのがきっか

けで、頼まれて柳弁で途絶えておった金泳縫灯を作るよう

になったんてす.教えに行きますよ、今でも、あちこち。

材料を金笥積んで自分て湛転して。紛人会やチども会;子ど

もさんは夏休みの宿題に作るんですねollL生軍事務脅からは

交通安全運動て視るのに作ってくれといわれて、小さいの

をようけ作ります。作るのは、まあ、機的。のつめる作業

ですいね。竹からひごを作って、そのひごを仰げて付組み

を作る。それから家内カ噺をはります。蝋を引いて、赤を

塗って乾かして、扱を入れる。乾いたらひれ付けて出来上

がり。 慣れた人でも 1 日に30i1~ ぐらいですね。たいへんじ

ゃけど、人様に喜んでもらえればうれしい。私は仲人やら

いろんな会のお也君説交やらお引き受けしとりますカえこれ

もそうて台、入に喜んでもらえるいうのカ私のいきカぜいです.



.1ま場髭傷事業

活
力

や
り
が
い

創意と活力

活気にあふれるまち

-産業・

やまとう人-

杉尾 正さん

うちではカーネーションと菊をメインに、花を作りより

ます。今年(玉F成5年)はよいよいけんかったね、長雨と

日照不足、それに台風でね.3回も水に浸かつてしもうた。

おととしの19号のダメージもひどかったから、復興はたい

へんよ。どねえにかせんにゃいけんと試行錯験しよるとこ

ろじゃけどなかなかねえ。将米的にはカーネーションをi昆

室で2000坪くらい作って、ここで{也の物を作るいうように
したい。こl'Lからの農業は術院のあるもんしか生き桟れん。

育種もおもしろいから、オリジデルを作って出したいんじ

ゃけど、これもなかなかたいへんでね。大和10)もご多分に

もれず、高齢化しよる。淡家ももう倒人じゃでさん時代に

なるから、*-的な農業ができるよう基盤重量備をきちんと

してもらいたいi~

個
性
の
あ
る
農
業
を

-大和工業団地

33 

-町内の竹を使ったイベント

本町{立、 古くから稲作を中心

に、野菜などの栽培、家寄の飼脊

など、 農業カ苦情rの中心的な産業となっ
ています。しかし、穀業濃家が多数を占め

ているま見底、ほ場設備事業や生産基盤強倫、

中核幾家の育成などによる特色ある集務づくりを

行い、明るい活力ある農村づくりへの取り組みを

行っています。

材諜は、 J:品家の副次的経営形態となっています

カえ町土の{系金、*i，原のかん袋、風致の保護とい
った蘭から、 PITと樹欄合が'-(;fとなって樹本総

合盤側喋を進めています。

商業は、食品の小売肢が中心で、 fli!;の日用品の
近隣都市への依存度が高い中、術工会およびその

婦人部、背年普日が積極的な活動を行うとともに、

新たな商業4話貨のありかたや、活性化に向けた研
究に取り組んでいます。

工業については、山陽自動車道熊毛インターチ

ェンジに近いという交通の利便性から、近年にな

って注目され始めました。平成4年、本pJT初の本

格的工業団地カサミ荷に完成し、すでに町外から5

社の進出が決定したことにより、今後の工謝経典

にも大きな期1粉略せられています。
n 

作
る
喜
び
、
働
く
祭
レ
み



TOWN 
INFORMATIO'N 

大和町役場側

議会事務局

教育委員会

保健センタ一

大和保育関

石城苑

三輪福祉会館

水源地

給食センタ一

周南東部環境施設組合

森林組合

豆E徳山

包48-2211

ft48-5310 

ft48-2411 

ft48-2010 

ft48-2810 

ft48-2110 

ft48-2242 

ft48-2105 

ft48-4042 

ft48-24.42 

ft48-5390 

社会福祉協議会

塩田土地改良区

東荷土地改良区

町立大和総合病院

塩田公民館

東荷公民館

大和町スポーツセンター

伊藤公資料館

やまと苑

あけぼの園

34 

ft48-2455 

ft48-5395 

ft48-6455 

ft48-2111 

ft48-2602 

ft48-2151 

ft48-5500 

ft48-1623 

ft48-3333 

ft48-4997 

大和中 学校

岩田小学校

三輪 小 学校

塩田小学校

東荷小学校

駐在所

大和町商工会

岩田郵便局

大和現田郵便局

束荷郵便局

ft48-2803 

ft48-2404 

ft48-2402 

ft48-2657 

包48司2158

ft48-2220 

ft48-2705 

ft48-2200 

ft48-2445 

ft48-2446 

DATA of YAMATO 
数字で見る大和町

-気温 (単位:.C) 

年 望E 1月 2Jl 3J'1 4月 5月 H! 7月 8月 9月 10月 "月 12月

平成6年 最高 17 14 18 25 28 31 38 35 34 29 25 20 

最低 5 6 8 16 16 22 28 30 25 18 15 8 
ー・ー--ーーー ーーーーーー・--申申' -ーーーー---ーー -，・----------ーー ーーー--'ーーーー -ーーーーーーーーー -ーーーー ー-ー』ーー・'.
7 最高 16 15 20 23 28 29 31 32 30 28 25 18 

五量 低 5 7 6 11 16 22 23 26 23 20 17 3 
ーーーー・・ーー
8 習量 宮昆 15 21 22 25 31 35 37 36 35 30 26 20 

量量 低 2 2 s 9 18 21 25 25 20 15 9 3 
-ー---ーー・ー ーーーーーー "ーーー ーーーーーーー---ーーー--畠---ー・--噌 事畠---ー・ーーー 4・ーーーー両・-・ーー 一ー-ーーー・司
9 食事邑 19 19 21 24 29 32 35 35 34 32 24 19 

量量 {民 6 5 11 15 18 23 24 26 22 " 12 8 
観測場所大和町水源地観illlll時間I12:00 

回降水量 (単位:mm) 

年 度い月 I 2 Jlい月 I 4月 I 5月 1 6月 1 7月 1 8月 1 9月 11聞い1月 112fl存両面亙
平成5年 I52，S日I116，00い08，00I 141.00 I 199，001442 501914，50 1 4n~o I ?81.00 I 108，.00 I 172，50 I 70ふo13.803，00 
6 1 45.50 1 142.001105.501255.501 192.5目1174.501169.501 12.50 I 57.00 I 90.50 I 55.00 I 47.50 11，347.50 

--;--'1五:ι1-五'-OO-r -1 i5~ OO124I.OO-r i4i:oo 1-i33-.品T373'-SO r -1 i ~5Õr i7e.-5-oTa4 :SOr五.OOT-8-.瓦li，弘7bd
一・・a--T3i'-soT五'-oo-r-ISS: oo1-"98.ゐITåi五1冶~-. õõTi2Õ'-õoTI瓦õõrïôi.õõTsï:sõr瓦ゐ，T5--ì五-l ï，38i~õõ
ー-5--'2S'-SOT"46.瓦rl元:ooF玩oo-riι:白11;'正bbドij五1・瓦;oTz56.oo-r-is :sorisi.瓦I五局Ti，oO3:OO

大和町役場建設隷

-人口と世帯数の推移 -男女年齢5歳階級別人口ピラミッド
男

人 日
1手 次

総数 S唱性 女性

昭和35年 7，179 3，515 3，664 

40 6，713 3，283 3，430 

45 7，182 3，463 3，719 

50 8，001 3，859 4，142 

55 8，914 4，282 4，632 

60 8，982 4，280 4，702 

平成Z年 8，799 4，197 4，602 

7 8，578 4，078 4，500 

各年10月 1日現総

-年齢別 (3階層)人口

主宰 次
総数

(人) 。 -14~最 15-飢餓

昭和35年 7，179 2，126 4，402 

40 6，713 1，621 4，435 

45 7，182 1，617 4，804 

50 8，001 1，888 5，2:20 

55 8，914 2，118 5，690 

60 8，982 1，932 5，771 

平成Z年 8，799 1，480 5，875 

7 8，578 1，288 5，668 

各~lO月 1 日現在

(111位 ;人・ 役得}

世帯数 l 被害事当リ 人口密度

総数 人口 32.091n' 

1，561 4.60 223.7 

1，589 4.22 209.2 

1，834 3.92 223.8 

2，106 3.80 279.3 

2，350 3.79 277.8 

2，465 3.64 279.9 

2，518 3.49 274.2 

2，661 3.22 267.3 

総務庁館内向「悶勢側室EJ

(単位:人 ・%)

総数

6511以上 (%) 。-14愈 15-64自主 65級以上
651 100.0 29.6 61.3 9.1 

657 100.0 24.1 66.1 9.8 

761 100.0 22.5 66.9 10.6 

893 100.0 23.6 65.2 " .2 

1，106 100.0 23.8 63.8 12.4 

1，279 100.0 21.5 64.3 14.2 

1，444 100.0 16.8 66.8 16.4 

1，622 100.0 15.0 66.1 18.9 

総務庁統計局「図勢調到

35 

70-74 
65-回
60-64 
55-59 
50-5・
崎~刊

40-判
35-39 
30-3・
Z5-Z9 
20-24 
15-円
10-14 
5-9 
0-4 
0 

100 2曲 300 4伺 500

400 500 

(平成 7Jf-101! 1日現在)



(単位;千円)

平成 5年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度
科 自

決算額|構成比% 決算額|構成比% 決算綴|情成比%決算税|術成!t%

自T 4見 579，344 10.84 534，511 13.30 561，500 14.52 583，987 13.62 

地方 ta 与税 55，857 1.05 56，965 1.42 58，489 1.51 59，129 1.38 

利予言~J 交付金 23，639 0.44 34，118 0.85 24，804 0.65 1'3，566 0.32 

自動車取得税交付金 21，960 0.41 23，892 0.59 25，407 0.66 27，252 0.64 

地方 交付税 1，898，657 35.54 1，902，739 47.37 1，976，234 51.12 2，084，439 48.62 

交通安全対策特別交付金 900 0.01 928 0.02 923 0.03 911 0.02 

分担金及び交付金 129，599 2.43 142，555 3.55 142，159 3.68 168，789 3.94 

使用料及び手数約 41，377 0.77 44，083 1.10 44，968 1.16 46，266 1.08 

問 E軍 支 出 会 249，391 4.67 226，231 5.63 279，887 7.24 199，220 4.65 

県 支 出 会 440，172 8.24 474，716 11.82 377，394 9.76 470，034 10.96 

財 産 収 入 36，238 0.68 13，284 0.33 11，873 0.31 39，889 0.93 

宅喜 イサ 会 275 0.01 2，000 0.05 4，274 0.11 14，134 0.33 

繰 入 金 489，156 9.16 57，016 1.42 51，158 1.32 107，504 2.51 

官匙 主主 会 76，559 1.43 90，264 2.25 47，086 1.22 99，601 2.32 

童書 】段 入 28，359 0.53 25，393 0.63 21，409 0.55 17，084 0.40 

田J 債 1，271，100 23.79 388，400 9.67 238，000 6.16 355，000 8.28 

官邑 入 合 It 5，342，583 100.00 4，017，095 100.00 3，865，565 100.00 4，286，805 100.00 

大和町役湯総務総

(111位:千円)

平成 S年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度
科 自

決算額I~構成比% 決算額|禍成比% 決算額I~算成比% 決算額|構成比%
1提 会 '邑 75，446 1.44 76，581 1.93 78，128 2.07 80，846 1.94 

総 務 f聖 623，308 11 .87 575，585 14.50 572，065 15.19 790，587 18.95 

民 生 ft 1，152，806 21.95 1，201，777 30.27 887，835 23.58 966，650 23.17 

衡 生 J!t 172，466 3.28 196，044 4.94 522，364 13.87 536，160 12.85 

労 自動 望量 1，225 0.02 1，223 0.03 1，302 0.03 1，268 0.03 

農林 水産 雪量 240，894 4.59 316，468 7.97 219，779 5.84 233，115 5.59 

衡 エ '量 9，764 0.19 9.557 0.24 11，623 0.31 13，753 0.33 

土 木 ，費 2，041，669 38.87 769，034 19.37 657，218 17.45 646，483 15.49 

i肖 紡 r聖 214，105 4.08 124.716 3.14 136，705 3.63 133，864 3.21 

理量 菅 費 209，550 3.99 208，677 5.26 227，858 6.05 232，794 5.58 

災害復 !日 質 158，264 3.01 99，535 2.51 35，554 0，95 14，408 0.34 

&l、‘h 債 雪量 300，679 5.72 370，181 9.32 394，743 10.48 506，542 12.14 

鰭 支 tl:I 金 52，143 0.99 20，631 0.52 20，790 0.55 15，862 0.38 

予 歯車 ft ー ー ー ー ー ー ー

3量 出 dロh E十 5，252，319 100.00 3，970，009 100.00 3，765，964 100.00 4，172，332 100.00 

.一般会計決算額
(歳入)

.一般会計決算額

(歳出)

実 数 宅曹 E邑 比

費世 当陸 奇怪 業
年 次

総量主 専 業 第 1f軍 第 2~軍 総数 耳耳 事量 第 If壷 苦言2Ui
計

. ~慎 禁事世
計
兼業 型車 業

昭和50年 955 92 903 95 808 100 9.6 94.6 10.0 84.6 

55 91唱 106 808 110 698 100 11.6 99.3 12.0 76.3 

60 872 134 738 52 686 100 15.4 84.6 6.0 78.7 

平成2王手 773 127 646 61 585 100 16.4 83.6 7.9 75.7 

7 711 130 581 18 563 100 18.3 81.7 2.5 79.2 

(jj¥位:i!t侍 ・%)

農林水産省「良策センサス』

(埼t位:人 ・万円)

従 雪量 者 数 製造 & 出 荷重買等

年 次 事業所数

実数|…滅 I(指 :) I ~iÏOf~ltt~ I…|指数601宇=1 実数 対前年増減 (%) 1 (60~手=100) 
昭和60牟 9 146 -21 100.0 78，105 -10，933 87.7 100.0 

61 10 153 7 104.8 74，675 -3，430 95.6 95.6 

62 10 168 15 115.1 86，103 11，428 115.3 110.2 

63 10 186 18 127.4 106，743 20，640 124.0 136.7 

平成元年 12 193 7 132.2 151，737 44，994 142.2 194.3 

2 11 180 -13 123.3 146，892 -4，845 96.8 188.1 

3 12 189 9 129.5 169，269 22，377 115.2 216.7 

a 11 196 7 134.2 257，357 88，088 152.0 329.5 

s 11 188 -8 128.8 221，835 -35，522 86.2 284.0 

6 14 208 20 142.5 228，755 6，920 103.1 292.9 

7 14 204 -4 139.7 246，408 17，653 107.7 315.5 

s 13 195 -9 133.6 304，403 57，995 123.5 389.7 
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次i総数

比

昭和50~ 14 ， 009 1，011 25.2 1，004 

55 14，19372417.3 722 

6ゆ 14，309 784 18.2 783 

平成2年14，283 535 12.5 533 

7 14，429 500 11.3 498 

岩田11，751 122 7.0 122 

三輪11，498 107 7.1 106 

寝間1614 15324.9 152 

5在荷I566 118 20.8 118 

各年]0月 1 円~在

各年2月1日現.:(E

年

国産業別就業者数

圃農家数の推移

掴工業の状況

大和町役場総務課

| 疲饗の給付 (A) I 
| 針 |診療貝 | 調 剤 |

|件数|費用線 |件数 !貸用額 |件数|賢均額 |

23，060 856，745 20，745 843，331 2，315 13，414 

24，462 922，846 21，839 903，394 2，623 19，452 

28，586 957，672 25，735 935，489 2，851 22，183 

30，341 983，554 27，496 962，261 2，845 21，293 

療費E鰭資
質用額計

(A)+(B) 

857，931 

924，254 

958，898 

984，636 

療費害者JIt

件数

(A)+(B) 

23，139 

24，553 

28，665 

30，439 

総人ロ |被保検 l
|者数 |

{人) 1 (人) 1 

8，834 2，148 

8，873 2，189 

8，859 2，211 

8，819 2，258 

(単位:千円)

度

平成S年

6 

7 

8 

年

-国民健康保険
給付の状況

i函衡ift~民省「エm統官'I'~嘘』

(111{立:人 ・万円)

各年12月31日現:tE

-商業の状況

育事 養 煎 (8) I そ 瓦 他 (C) I閥側資
| 宮十 i 診療焚 | その他 | 計 |出産育児一時金 | 務祭畏 I I 
|件数|酬額 |件数|削額 |件数 |削綴|件数|給付餓 |件数|給付額|件数 |給付額|件数|給付額

79 1，186 8 90 71 1，115 49 1，410 4 960 45 450 36228，724 

91 1，408 - - 91 1，408 67 3，670 12 3パ20 S5 550 407 28，230 

79 1，226 一一 79 1，226 60 2，340 6 1，800 54 540 376 25，768 

98 1，082 - - 98 1，082 51 3，960 9 2，700 42 1，260 410 25，729 

総人口(;t各年度9月30日現なの住民基本台帳による. 大和町役場i来世華街全線
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j温ì1ti~業主Î fj商業統計測宝f.J

|昭和J49if.・511'ドは 5月1日現夜、昭和54年 .57年は 6月1日現夜、昭和60年lま5JH日貌在、昭和63年6月1臼現在、 平成
3王手.6年は7月1A~見悲
昭和601]"の飲食業!;t1ll1f:116]Sf-l0月 1lJ 現在、 63if-I立平成元年10月1日現程、平成 31]"!立平成 4&f-l0月1日現在
飲食業1;1:総書主に合めない

36 

軍主 数 卸 ?翌 雪旋 警も 費量 費R 食 費量

年 次

概数1::1年問販売額 間 1::1年間販繍 概数1::1年間鵬額 同 1::1年間飯欄
昭和49年 95 269 140，914 6 20 22，019 89 249 118，895 8 18 2，360 

51 95 262 211，784 4 14 17，358 91 248 194，426 11 22 3，267 

54 96 325 264，752 4 14 18，310 92 311 246，442 11 22 7，873 

57 104 344 393，671 7 36 57，957 97 308 335，714 11 23 7，200 

60 100 336 410，256 5 25 65，799 95 311 344，457 8 18 6，765 

63 95 332 392，317 6 28 54，387 89 304 337，930 7 16 6，810 

平成3年 94 350 446，228 7 29 97，288 87 321 348，940 6 16 6，310 

6 86 284 412，877 6 12 45，480 80 272 367，397 ... ... ... 



-保育園の状況

-幼稚園の状況

-小学校の状況

-中学校の状況

-火災発生状況

.交通事故状況

| 圏各 |

|大和保育園|

平成10年 4月1A現従

3歳未満

13 

3)置

33 

u量以上
58 「

合計

104 

大和保有留i

(単位.人)

園
本務事主員数 国 児 量生

勾】 殺 名
計 男 女 計 男 女

光照幼稚関 3 2 16 8 8 

東荷幼稚邸 3 2 11 6 5 

三総幼稚園 4 3 61 31 30 

合 Z十 10 3 7 88 45 43 

平成9!f.5月1日現可証 文部省「学校基本側資J

(単位:学級 ・人}

教 員 数 児 ti't 重主

掌校名

学級数|総数|総数!?| 女 総数|努|女 1
1料
1
2
料卜桝|吋

5特
1
6粋

沼田小学校 5 8 8 3 5 41 2.2 25 3 4 7 7 13 13 

三輪小学校 8 13 13 5 s 155 82 13 24 19 21 25 33 21 
袋田小学校 8 12 12 6 6 240 135 105 40 39 44 41 39 31 

東荷小学校 E 9 9 3 6 59 29 30 8 8 10 8 12 13 

言十 27 42 42 11 25 501 268 233 75 70 88 81 91 90 

平成9年5J'l 1日現准 文部省「母校遺産本側笠J

(1匹t立:学級 ・人)

員 数

文部省「学校基本間資J

発 生 件 事邑 1克 tA函積 1員 書 額 (千円)
主手 度

林聖子 出身(ば} 林野(a) 建物建物 その他 計 林野 その他 合計

平成5年 3 2 5 193 50 11，875 。 司 11，875 

6 2 ー 2 22 1，024 . - 1，024 

7 . . 4 28 . 28 

s 4 - . 4 248 ' 8，555 8，555 

大和町役場総務総

(単位 :i'牛・人)
重手 噴E 発生件数 人身 死者 傷者 物 t員

平成 5~ 130 23 。 21 101 

6 162 29 2 32 133 

7 144 22 。 25 122 

8 192 39 。 45 153 

大和町役劫総務課
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発行日/平成10年3月3旧

山口県熊毛郡大和町

ヨt'T
町章

「大」の文字と、ひらがなの「と」
の字で「大、と」を図案化し、本町
の融和と飛躍を象徴する。

(昭和43年3月制定)

町の木きんもくせい 町の花あじさい

発行/対日町役場干743-0193山口開居者日大和問岩田235瞬自の1 印刷/大柑聞琳式会社




